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GEONETを用いた地震に関連する電離圏異常の検出～事例解析～
Possible ionospheric anomalies associated with large earthquakes in japan: Case study
with GEONET
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近年,様々な地震活動に先行する電磁気現象が報告されており,地震の短期予測の可能性が指摘されている。地震活動
に先行する電磁気現象の中でも,地震に先行する電離圏総電子数（Total Electron Content: TEC）異常は,短期地震予測の
有力な候補として,注目を集めている．
本研究では, 2007年能登半島地震 (M6.9)と 2007年新潟県中越沖地震 (M6.8)に関連する TEC異常の検証を行い,その

時空間分布を推定した. TECの算出にはGEONET（国土地理院GPS連続観測システム）を使用し,GIM(Global Ionosphere
Maps)のデータよりも高い解像度の解析を行った。TECには大きな日変動があるので日変動を除去するために，過去
15日間の同時刻の移動平均 TECmean(t)を引き,その標準偏差σ (t) で規格化した TEC∗を定義した; TEC∗(t) = (TEC(t)-
TECmean(t))/σ (t).
能登半島地震の震央付近では, TEC∗が地震の 5 ,13日前に-3σという閾値を下回り,その負の異常は数時間に及んでい

た.また,TEC∗mapを作成し負の TEC異常の時空間分布を推定したところ,5日前の-3σを下回るような異常は狭い範囲
に集中して分布していることがわかった. +3σを超える断続的な正の異常は地震の 12,17,18日前にみられた.空間分布か
ら 12日の異常は広範囲に及び, 17,18日前の+3σを超える異常は狭い範囲に集中して分布していることがわかった.
中越沖地震の震央付近では,TEC∗が地震の 5,12,17日前に+3σを超える正の異常がみられた.また,その異常が検出され

た日において+2σを超える異常は断続的なものであり,空間分布を解析したところ,最大で日本全土を覆うような正の異
常があることがわかった.反対に-3σを下回るような異常は地震の前,数日の間には検出されなかった.
能登半島地震前後,中越沖地震前後において GIM から求めた TECと GEONETから求めた TECには相関がみられた.


